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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ 全酪新報 ７月１日号 全国酪農協会

牛群検定ワンポイントレッスンその７３ 乳脂率５％以下目安に
分娩後６０日以内に５％を越えると受胎しづらい？

２ ＬＩＡＪニュ－ス５月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その６０）サシバエについて
サシバエ被害は検定成績にどのように影響するでしょうか？ 検定成績表見方 検索

牛群検定３０５日成績が過去最高記録！分娩間隔は維持！
平成３０年の牛群検定成績の速報が公表されました。３０５日乳量は９，７１１kgで、都府県と北海道ともに過

去最高となる成績でした。また、分娩間隔は４３３日で都府県と北海道ともに前年の成績を維持した結果とな
っています。



牛群検定！点検シ－ト（その１６ 乳成分値）
お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員

といっしょに確認を行いましょう！今回は、乳成分値です。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考に牛を観察しましょう！

分娩後６０日以内の乳成分値をチェックしてみましょう！
①乳脂率が５％以上の牛がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ

②乳蛋白質率が２．８％以下の牛がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ

③Ｐ／Ｆが０．７未満の牛がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ

いずれかひとつでもＹｅｓがあれば、対象牛は食い込み不良による栄養不足の状態です。以下に
示したグラフのように栄養不足の牛は、当該乳期中に除籍されやすく、受胎しない、若しくは受胎
したとしても分娩間隔が長くなってしまう傾向があります。

対応案としては、ボディコンディションの管理が大切で泌乳後期にボディコンディションが上が
りすぎないように飼養管理して下さい。目安はＢＣＳで３.５程度まで、出来れば３.２５位になるよ
うにします。乾乳中は粗飼料中心とし、分娩前の移行期では濃厚飼料を徐々に増やしていきます。
近年、カルシウムを乾乳期間中でも与えるべきとする学説も提唱されています。農協等の技術指

導員に相談してみてください。


